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１  は じ め に 

 近年、山形県の水稲特別栽培は普及拡大傾向にあり、

2013 年現在、県内の水稲作付面積 68,300ha のうち約 2

割で実施されている。一方、本県の最重要病害であるい

もち病に対する防除は、葉いもち防除および 2回の穂い

もち防除（穂孕期、出穂期）を基本としており、特別栽

培における制限された農薬成分回数の中で、いかに適切

な防除を行うかが課題となっている。特にいもち病が発

生しやすい中山間地域では特別栽培の取り組みが少な

い傾向にあることから、今後の環境保全型農業推進のた

め、新たな方策が求められている。 

 1998 年に本県で開発された新品種「山形 95 号」は、

いもち病に対して高い圃場抵抗性を示すことが知られ

ており 1)、常発地域でも穂いもち防除回数の削減および

特別栽培の適用が期待されている。ここでは本品種の圃

場抵抗性および、防除回数削減の実用性について検証し

た。 

２ 試 験 方 法 

(1) 圃場抵抗性および穂いもち防除回数削減の評価 

調査は 2012、2013 年に山形県農業総合研究センター

内（以下、センター）の圃場(約 26 ㎡/区)にて行った。

主な耕種概要は以下の通り。2012 年：供試品種「山形

95 号」「はえぬき」、移植日 5 月 13 日、出穂日 8月 3日、

特別栽培、いもち病防除はクロチアニジン・イソチアニ

ル箱粒剤(50g/箱、移植時)およびトリシクラゾール水和

剤(1000 倍、100L/10a、出穂 7 日前)（表 1）。2013 年：

供試品種「山形 95 号」「ササニシキ」、移植日 5月 23 日、

出穂日 8月 4 日、特別栽培、いもち病防除はプロベナゾ

ール粒剤(50/箱、移植時)のみ(表 2)。 

 いずれの調査でも発病を促すため、各区中央にいもち

病罹病株（病原レース 007、人工接種)を移植し(2012 年：

6月 1日、7 月 2日、2013 年：6月 3日、7 月 2日、7月

12 日)、圃場全体に風囲い(高さ 2m)を設置した。 

調査項目は穂孕期の葉いもち株当たり病斑数および

収穫期の穂いもち被害度（穂首発病穂率＋1/3 以上発病

穂率×0.66＋1/3 以下発病穂率×0.26）とし、罹病株周

辺の 30 株を対象に、各区 3 反復調査した。 

(2)現地試験 

調査は県内 8 地点の現地圃場にて行った。いもち病防

除以外の栽培管理は現地慣行とし、穂いもち防除回数を

0 回、または 1 回のみとした試験区を設置した（表 3）。

調査株は任意の長辺中央部で、畦畔から 5条目の連続す

る 30株を対象とし、葉いもちおよび穂いもちについて、

上述と同様に調査した。 

  

３ 試験結果及び考察 

(1) 圃場抵抗性および穂いもち防除回数削減の評価 

1）「はえぬき」との比較および穂いもち 1回防除の評価 

図 1のとおり、「山形 95 号」の葉いもち病斑数は 0.09

個/株、穂いもち被害度は 0.01 で、「はえぬき」の 0.82

個/株、0.48 と比較して明らかに低く、本品種の圃場抵

抗性が「はえぬき」より高いことが示唆された。また、

穂いもち防除を 1回のみとした場合でも、収量に影響す

るような被害は認められなかった。 

2)「ササニシキ」との比較および穂いもち無防除の評価 

図 2のとおり、「山形 95 号」の葉いもち病斑数は 0.00

個/株、穂いもち被害度は 0.08 で、「ササニシキ」の 0.03

個/株、4.47 と比較して明らかに低く、本品種の圃場抵

抗性が「ササニシキ」より高いことが示唆された。また、

穂いもちを無防除とした場合でも、収量に影響するよう

な被害は認められなかった。 
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